
いのちの倫理学 
 
責  任  者  ：  遠藤 寿一 准教授 

担当講座（科） ：  人間科学科（哲学分野） 

講 義  21時間 

単 位   1単位 

学 年 

１学年 後期 
 
学習方針 

基本理念： 

現代医学の進歩はめざましく、病気や障害に悩む多くの人々に福音をもたらしている。しかし

他方、生殖医療、移植医療、遺伝子技術などの先端医療技術はまた、新たな倫理的問題も生み出

している。事実、受精卵をどのように扱うべきか、脳死は人の死か否か、といった問題は「人間

とは何か」「人と人との関わりはどうあるべきか」という倫理学の古典的な課題を、より具体的な

場面で問い直すものだといえる。 

こうした状況を踏まえ、「いのちの倫理学」では、医療人を目指す学生に対し、生命倫理学のテ

ーマを題材にして、現代医療が直面している倫理的課題を理解し、広い視野から問題を考察する

能力の育成を目指す。 

一般目標（GIO）： 

現代医療が直面している倫理的問題点を理解し、対立する諸見解を整理して、自分の立場を明

確にできるようにする。 

到達目標（SBOs）： 

1. ヒポクラテスの「誓い」、ジュネーヴ宣言、ヘルシンキ宣言、リスボン宣言などの倫理綱領

の成立史とその精神を理解し、概説することができる。  

2. 健康・病気・治療、インフォームド・コンセントなどの諸基本概念、および終末期医療、

生殖医療、移植医療等の現状を理解し、どのような点が倫理的に問題になっているかを説明

することができる。 

3. 脳死は人の死か、安楽死は許されるか、遺伝子診断はどのようにあるべきか等について、

提起された諸見解を整理し、日本の現状にそくして、自分の見通しを述べることができる。 

 

 

 

 

 

 

 



講義日程 （第 6講義室） 

 受講者を２グループに分け、クラス１は火曜日２時限目、クラス２は金曜日１時限目に授業を

行う。 

ｸﾗｽ 月日 曜 時限 講座（科）名 担 当 者 内       容 

1 9/15 火 2 
哲学分野 遠藤 寿一 准教授 

安楽死(1) 

安楽死問題の現状を理解する。 2 9/18 金 1 

1 9/29 火 2 
〃 〃 

安楽死(2) 

安楽死の問題点を検討する。 2 9/25 金 1 

1 10/20 火 2 
〃 〃 

生殖技術(1) 

生殖技術の現状を理解する。 2 10/2 金 1 

1 10/27 火 2 
〃 〃 

生殖技術(2) 

生殖技術の問題点を検討する。 2 10/23 金 1 

1 11/10 火 2 
〃 〃 

移植医療(1) 

移植医療の現状を理解する。 2 10/30 金 1 

1 11/17 火 2 
〃 〃 

移植医療(2) 

移植医療の問題点を検討する。 2 11/6 金 1 

1 11/24 火 2 
〃 〃 

医学と人体実験(1)  

人体実験の現状を理解する。 2 11/13 金 1 

1 12/1 火 2 
〃 〃 

医学と人体実験(2) 

ヘルシンキ宣言の主旨を理解する 2 11/20 金 1 

1 12/8 火 2 
〃 〃 

人工妊娠中絶(1) 

人工妊娠中絶の現状を理解する。 2 11/27 金 1 

1 12/15 火 2 
〃 〃 

人工妊娠中絶(2) 

人工妊娠中絶の問題点を検討する。 2 12/4 金 1 

1 12/22 火 2 
〃 〃 

遺伝子技術(1) 

遺伝子技術の現状を理解する 2 12/11 金 1 

1 1/5 火 2 
〃 〃 

遺伝子技術(2) 

遺伝子技術の問題点を検討する。 2 12/18 金 1 

1 1/12 火 2 
〃 〃 

インフォームド・コンセント［IC］(1) 

ICの理念が生まれた背景を理解する。 2 1/8 金 1 

1 1/26 火 2 
〃 〃 

インフォームド・コンセント［IC］(2) 

リスボン宣言の主旨を理解する。 2 1/15 金 1 

 

 



教科書（教）・参考文献（参）・推奨図書（推） 

 書 名 著者名 発行所 発行年 

教 生命倫理学入門（第２版） 今井 道夫 産業図書 2005 

参 
資料集・生命倫理と法（ダイ

ジェスト版） 
生命倫理と法編集委員会 太陽出版 2004 

参 生命倫理事典 酒井 明夫 他 編 太陽出版 2002 

参 生命倫理百科事典 W.ライク 他 編 丸善株式会社 2007 

 

成績評価方法 

筆記試験（80点）＋平常点（20点）＝100点 

 

オフィスアワー一覧 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業を担当する専任教員氏名  方 式 曜 時間帯 備 考 

哲学分野 遠藤 寿一 Ａ－ⅰ 月～金 昼～午後５時 
事前に電話やメールがあると確実で

す。 


